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1　緒

　妊婦における栄養、食事の重要性は、急速に発達した

マスメディアの啓蒙指導もあずかってか観念的には一応

理解されているようであるが、実際の生活が必ずしもそ

れにそっているとは言えないようである1）213）4レ516ン7レ81。こ

れには色々の理由が考えられるが、母体の健康あるいは

直接視覚に訴えない胎児の発育過程などが、妊婦の栄養

食礁改善への推進力として迫力に乏しいように思われ

る。あるいは実情にそくした食礁指導が適切に行われて

いないことにも一因を求める串ができるかもしれない。

私達は昭和36年から38年にかけて栃木。長野両県のSl農

村地区婦人の協力を得て、妊娠・授乳期を通して計量法

による追跡的栄養食旗調査を実施し、これらの各期にお

ける栄養食礁摂取が必ずしも適当でない翼搬又より不適

当な地区には妊娠の異常経過をとる者の多かった礁を観

察した。この研究方法は、個人の栄養摂取と健康につい

ての詳細なプロフィルを与えるが、この資料から全国的

な農村地区妊嬬の栄養食癖摂取状態を知ることはできな

い。しかし我国として蓋本的な栄養食事指導方針を確立

するには全国的な規模に立った妊婦栄養調査成績が不可

欠である。この目的で全国母子健康セソター連合会の依

頼で任意抽毘した全国100ケ所の母子健康センターを対

象として広範囲の栄養調査を企画した。本報告はこの際

平行して実施した妊婦の栄養食生活に関する紙面調査の

成績の中、動物性食品の摂取状態である。

H　研　究　方　法

1．調査対象及び方法

　調査対象は全国から任意抽出された100ヵ所の母子健

廠セソターを利用している妊婦423人で、地域は第1表

に示すように、北海道・東北・関東・中部・近畿・中国

・四国・九州の8地区に分れ・各地域における対象婦人

分布は、28～95人である。母子健康センターは昭和33年

に制度化されたもので、保健所の指導の及ぱない地域に

設置され、健康指導と共に実際の診断、分幾施設を備え地

域社会の単位として璽要な役割を果している。この調査

では栄養指導部員による栄養指導を受けた者を対象と

し・後述するように調査成績にもその影響が認めら婬

た。しかし賀問紙調査表に対する書込みの不備なものは

少なくないとは言いがたく・もし不完全なものを全部除

けば例数は極めて少ないものになってしまう。それ故・

集計に当っては書込みのある部分は全部利用した。従っ

て調査の項目海にその総数が多少づつ変化した。比率は

すべてその頂目毎の総数に対して算出した。

第1表　調査対象地及び対象老数

地　　方　　別 道　　　　　　県 道県数 人　’数

北　　　海　　道 北海道 1道 28人

東　　　　　　北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 6県 95

関　　　　　　東 茨城・栃木・群馬・千葉 4 57

中　　　　　　部 富山・石川・長野・岐阜・静岡 5 33　・

近　　　　　　畿 兵鷹○奈良・和歌山「 3 29

中　　　　　　　国 鳥取・岡山 2 38

四　　　　　　　国 徳島・香川・愛媛・高知 4 66

九　　　　　　州 佐賀・長崎・大分・宮崎・熊本・鹿児鵬 6 77
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第2表a　妊婦の動物性食品摂取回数の度数分布％

地　方　別 北劇東北脚刺中司近副中国1四訓九州1全駆
回答数（人） L8人17夏人136人1、38人12・人125人52人49人1 309人

牛 覇に1回乃至1回以上 95％ 59％ 72％ 73％ 65％ 56％ 79％ 74％ 70％

1週に2～4回 5『 7 14 8 5 8 io 8 8

L週に皇回 0 3 O 3 0 O 0 4 2

乳 i月に2～3回 0 7 0 3 O 4 2 4 3

L月に1回 0 1 0 0 O 0 1 2 1

ほとんど摂らない O 23 14 皇3 30 32 8 8 16

．回，答　数　（人） 咽 66人1 姻 36人1 咽 矧 52人1 5囚
3L4人

旧にL回乃至1回以上 71劣 50％ 65％ 55％ 59％ 50％ 56％ 63％ 58％

卵 1週に2～4回 23，
30 30 28 33 32 35 3L 31

1週に1回 6 8 3 8 4 7 4 2 5

皇月に2～3回 0 6 0 6 0 O 2 2 2

1月に1回 0 2 o 3 0 7 0 0 1

ほとんど摂らない 0 4 2 0 4 4 4 2 3

回・答数（人） 咽 釧 姻 釧 2囚 3囚 姻 梱 359人

唄に1回乃至1回以上 50％ 58％ 40％ 4真％ 79％ 26％ 3L％ 39％ 44％

魚 正週に2～4回 30 30 43 33 21　・ 55 51 40 39

1週に1回 夏5 2 7 5 O 3 13 9 7、

1月に2～3回 Q 1 5 8 O
　玉oト

3 P 、・3

1月に1回 O 0 0 3 O 0 O 2 1

ほとんど摂らない 5 9 5 io O 6 2 10 6

回答数　（人〉 咽 86人1 娼人 咽 姻 31人 釧 姻 369人

1日に1回乃至1回以上 5％ 7％ 7％ o％ 9％ 6％ 13％ 夏5％ 銘
肉 1過に2～4回

68 24 61 49 35 36 53 44 44

1週に1回
18 22 7 36 9 16 20 23 20

1月に2～3回 9 皇6 16 5 22 26 U 5 13

1月に1回 0 11 2 5 o 3 o 2 4

ほとんど摂らない 0 2Q 7 5 26 正3 3 11 11

2、調査期間

昭和43年7月～10月である。

3．調査項目

栄獲食亦調査は牛乳、卵、魚、肉、野菜、果物、穀類1

菓子類の項目毎にその使用頻度、これらの相対的摂取壁

（非妊時との比較、家人との比較）、健康状態、嗜好分

変化に関して質問する形をとった。

皿　調査結果及び考察

｛．牛乳の摂取状況

第2表aのように1日に1回乃至1回以上摂取してい

る者が平均70％であり・ほとんど飲まないと答えた者は

16％である。第2表bのように・家人及び妊娠前と比較

した場合、どちらにおいても平均80％の人がより多くし

ており、この割合は以下に述べる4種類の食品中一番高

く、このことから妊娠中に牛乳を増量することの重要性

についての指導はかなりゆきわたっていると考えられ

る。しかし、ほとんど飲まないという者も、また他の食品

にくらべて多く最高を示したのは注目すべきであろう。

地方別にみると北海道、・四国、関東、九州、中部の摂
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第2表b　妊婦摂取量と家入及び妊娠前摂取量との比較

　　　　　　　　　　　　　牛　　　・乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　より　　　　　　　　　　　　畏答獅じεな

家
人
と

の
比
較

北

東

関

中
’
近

中

四

九

海 道

北

東

部

畿

国

国

州

人
24

60

34

34

　8

F21

51

52

％
92、

68

83

71

75

62

86

85

％
8

27

夏7

22

25

29

14

12

％
0
5
0
7
0
9
0
3

卵

人
21

6皇

37

36

i5

27

49

47

％
57

44

60

39

33

37

4皇

47

％　％
43　　0

48　　8

33　　7

40　21

60　　7

52　・n

57　　2

47　　6

魚

回答より
数 多》

　　より
、同じ少な

い

肉

人
26

64

37

31

2
26

50

47

％
15

22

22

13

43

15

18

L9

％
7
64

3

65

54

48

65

76

70

％　人
艮2　18

14　61

13　32

33　28

9　！3

20　20

6　42
11　40

％　％　％
0　89　L

2　77　2

19　72　　9

重2　65　23

3　　46　23

10　75　！5

夏2　79　　9

8　70　22

計 2847gい8国2931451471813・2国661、141254U74い5

妊
娠
前
と
の・ド

比
較

北　　　海　　道 17 88・ 享2 o L3 69 31 O 20 70 生O 23 30 64

東　　　　　　北 36 72 28 0 42 53 43 14 40『30 55 15 4Q 真5

関『　　　　　東1 32 88 12 o 8 73 21 6 n’35 4！ 24 24 24

中　　　　　　部、 23 58 38 4 44 29 67 4 46 P
正
5

5 2 25 童7

近　　　　　　畿 u 64 27 9 14 36 64 0 16 56 44 0 8 38

中　　　　　　国’ 12 58 36 6 14 43 49 8 夏7 18 53 29 13 6

四　　　　　　　国 ・33 86 正4 0 34 46 50 4 37 30 64 ’6 35 32

九・　　　　　州 29 90 8 2 34 76 20 4 32 43 41 16 3Q 30

計 19817gレg回2Q315614・1412里913154い511951246L

10

20

9
9
0

32

i1

20

15

取頻度が高かった。この中、、北海道、四国、関東、九州

では家人及び妊娠前とくらべてもより多く飲む人の割合

が高かった。しかし中部では、家人や妊娠前と比較して

多くしたという人の割合が低い。北海道には、ほとんど摂

らないという人はみられなかった。

　牛乳の飲用頻度の低い地方は中国、近畿、東北で、ほ

とんど飲まないと、答えている者が、それぞれ32、30、

23％もあった。家人や妊娠前と比較して、多くした人の

割合も低く、牛乳、乳製晶利用に関する指導がより強化

されてもよいように思われる。第2表dのように牛乳を

抵とんど飲まない理由は「嫌い」が50％と最高であり、

r値段が高い」が工3％であった。厚生省の昭和43年度母

子保健奨態調査15》では、全国720人の妊婦の中、妊娠中

毎日継続して牛乳を1日に工本以上飲んでいる者は72％

昭和40年の川崎市中央保健所管内における妊婦の栄養調

査9置では40％、又妊娠中牛乳を全く飲まない者は同川崎

地区で23％、京都のチベットと冨われる、山村地域におけ

る昭和39年度の調査10〕では飲まないもの73疹と報告され

ている。

2．　卵の摂取状況

　第2表aのように、卵は1日に1回乃至1回以上摂っ

でいる者は約60％である。家人及び妊娠前との比較にお

いては約50％の人が・より多くしており・同じく第2表駄

から明らかなように、動物蛋白性食品の中では、ほとん

ど食べないと答えた者が1番少なかった。卵の摂取頻度

の高い地方は、北海道、関東、九州であり、これら3地

方では家人及び妊娠前との比較においても、多くしたと

答えた者の割合が高かった。北海道、関東では少ない者

でも1週にユ回は摂っていたo卵の摂取頻度の低い地方

は、中国、東北、中部である。

　これらの地方の摂取状況を家人及び妊娠前と比較する

と中国、中部は、より多くしたという人の割合が少なく、

中部では21％の者が家人より少ないと答え・東北では妊

娠前より少ないという人の割合が大きかった。

　栃木、長野での調査8レにおいては、38％以上の者が3

日問に3回以上卵を用いており、昭和40年の川崎市中央

保健所管内における調査9では卵を1日に1個以上食べ

る者が38躍、摂取量ゼロは8％であったという。又昭和

42年の愛知県小原村の調査によると・山問農村に特徴的

な栄養的欠陥としての動物性蛋白質の摂取不足が目立っ

ていたが、卵類のみはその摂取量が基準猛を上回ってい

一工89一



日本総舎愛育研究所紀要 第6集

たという。本調査では量に関する情報は得られなかった

が・1日に1回乃至1回以上摂取する者が50％以上あっ

たという事は・卵は農村地帯で比較的入手しやすい食品

である寧・又嫌われる礁の少ない食品である寧を物語る

ものであろう。

3．　魚の摂取状況

　第2表aのように全国を平均すると約40％の者が1日

に1回は摂取しており、最高79％、最低26％と地域差

の最も大きな食品である。又家人及び妊娠前と比較する

と、少くした者が15％、同じであると少なくした者を合

わせると70～80％の高率になり、妊娠によって増量す

ることの少ない食品である。摂取頻度は近畿、東北で高

く、特に近畿では家人及び妊娠前に比較して、多くした人

の割合が高いのが特徴である。東北は、他の3食品とも

摂取頻度の低い方のグルーブに入っているが、魚の摂取

頻度のみは高かった・一方摂取頻度の低い地方は・中国

四国、中部であった。中国は妊娠前とくらべて・少くした

者の割合が高く・中部も家人及び妊娠前と比較して・少く

したと答えた者が多く、妊娠によって魚を多く摂ろうと

し、・う意識力｛低し、地方であった。

　農村の魚の使用頻度の調査では・1ヵ月に2Q回以上が

四国90％・東北50％、南九州17％と、四国の摂取量が多

く今回の調査とは異った成績が出ている。

　中国と中部で、妊娠により魚の取り方が、少なくなった

理由に関しては、長谷川等の調査U，によると妊娠中に魚

を食べてはいけ捻いという迷信があるわけではなかっ

た。しかし第2表cのように妊娠による食品の嗜好変化

をみるとふだん好きで妊娠によって嫌いになったものに

魚を掲げた者が1番多く、中部では21％にも及んだ。

　第2表dに示すように、魚をほとんど食べない者の52

％が「嫌い」という理由であり、「値段が高い」が13％

であった。

4．　肉の摂取状況

　第2表aのように1日に1回以上食べる者は全国平均

して8％であり、工週に2～4回までの者を累積すると

平均50％になる。動物蛋白性食品中、使用頻度は最下位

である。又家人及び妊娠前と比較した場合・魚同様・多く

したと答えた者の割合が低く、同じであると、少くした者

を合計すると80～90％の高率になり・妊娠によって増量

した者が少ない食品である。

　摂取頻度は北海道、関東、四国で高く、P1週に2～4

回乃至それ以上の者が約7Q％であった。これらの地方で

第2表c　妊娠中における動物性食品に対する嗜好の変化

食　　品 牛 乳 卵 魚 肉

地　　方 実数 百分率 実数 百分率 実数 百分率 実　数 百分率

ふ
だ

北　　海　　道　　28人 O人 0％ 夏人 4％ 3人 n％ 2人 7％

ん 東　　　　北　　95 0 0 L 真
11 玉2 6 6

好
き
、

関　　　　東　　57 O 0 3 5 ！O i8 5 9

で 中　　　　部　　33 1 3 1 3 7 2L 1 3
、
嫌
い
7
［

近　　　　畿　　29 0 0 0 0 2 7 2 7

に 中　　　　　国　　38 3 8 2 5 6 16 2 5
な

四　　　　　團　　66 2 3 4 6 8 12 3 5
っ
た
も

九　　　　州　　刀 1 1 L i 8 10 LO 夏3

の 計　　　　423 7 2 13 3 55 夏3 31 7

ふ
だ

北　　海　　道　　23人 1人 4％ O人 O％ i人 4％ 艮人 4％

ん 東　　　　北　　95 Q Q 0 O 2 2 2 2
嫌
い
、

関　、　　東　　57 O 0 0 0 0 0 0 O

で 中　　　　部　　33 O O 0 Q 2 6 2 6
．
好
き
・

近　　　　畿　　29 0 0 0 O 夏 4 0 0

に 中　　　　　国　　38 0 0 L 3 2 5 1 3
な
つ 四　　　　　国　　66 0 0 O 0 正 2 1 2

た
も

九　　　　　州　　77 4 5 0 0 4 5 1 艮

の 計　　　　423 5 1 1 O 13 3 8 ，2
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第2表d　動物性食品をほとんど摂らない場合の理由

　　　　　　ほとんど摂
食　　　　品　　　らない人の

　　　　　　数

摂　　ら　な　い　理　 由

嫌い終合わ懸べつけな脚をここな 値が高い騨理由な締入
i　　　　　I I　　　　　I　　　　　l

牛　　　　　乳

　　　卵

48人

9

24人
（50％）

　6人
（67％）

　4人
（8％）

　1人
（11％）

　3人
（6％）

　O

　4人
（8％）

　0

　6人
（L3％）

　1人
（11％）

　0

　1人
（n％）

11人
（23％）

　0

魚

肉

　　　　12人
23　　（52％）

　　　　i7人
4L　　（42％）

4人

（皇7％）

3人

（7％）

　　　　1人0　　（4％）

　1人　　　4人
（3％）　（皇o％）

3人　　　2人　　　L人
（皇3％）　（9％）　（4％）

8人　　　9人　　　5人
（20％）　　　（22％）　　　（正2％）

は家人より特に多くしてはいないが・妊娠前と比較する

と北海道・四国に肉の摂り方を多くした人の割合が高か

った。

東北、中国、近畿は摂取率が低く、ほとんど摂らない

と答えた者がそれぞれの地方で・2Q、13・26％で月に数

回しか食べない者が50％近くあった。しかしそれでも近

畿は・家人及び妊娠前と比較すると・より多くした人の割

合が全国で最高であった。

　ほとんど摂らな恥場合の理由としてはその他の食贔同

様「嫌いである」が多かったが、　「値が高い」が20％、

「売りにこない」が工0劣あった。

第3表a　蛋白性食品の1カ月の摂取回数

地 方 人数灘至90回6・一89回 0～59回

北海道
束　　北

関　東
中　　部

近　　畿

中　　国

四　　国

九　　州

11

57

28

26

置1

19

4皇

36

5人　46％3人　27％3人　27％
18　　　　32　　亘5　　　26　　24　　　42

7　　　25　　亙6　　　57　　5　　　18

8311142727
4　　　36　　　2　　　ユ8　　　5　　　46

2
1063211　58

夏4　　　34　　17　　　42　　EO　　　24

14391336925

5．乳、卵、魚、肉の総体的な摂取状況
計 229レ2321833617432

　以上、乳、卵、魚、肉のそれぞれの摂取頻度を別々に

検討したが、これらは良質蛋白源としてある程度互いに

代替し得るものであり、栄養的観点からこれらのとり方

を総合的に評価するのが適切である。蛋白性食晶の摂取

頻度と蛋白性食品の摂取量との間には、密接な関係のあ

ることをすでに観察12）しているので・今回は・乳・卵・

魚肉の4種類の使用頻度の記入が完全であった者229

名について、採点法による評価を試みた。これは1日に

1回食べると1点を与える方法をとった。1ヵ月に90点

乃至それ以上の者・即ち1日に3回乃至それ以上の動物

性食品を摂取した者、1ヵ月60～89点、即ち1日に2～

3回は動物性食贔を摂った者及び1ヵ月0～59点、即ち

動物性食晶は1日平均2回以下（0～2回）の者の三段

階に分けてみると第3表aのようになる。

　北海道・九州は動物性食品の摂取頻度の高い者が多く

約40％の者が1カ月に90回以上摂取していた。しかし60

点までを一応蛋白質摂取の適当なものとして累積する

と、関東が最高で82％、ついで北海道、中部、四国、九

州が70％台となった。従って1ヵ月0～59点の良質蛋白

食品摂取の少いと思われる者は東北、近畿、中国に多く

50％前後に達している。しかし近畿は90点以上の者も少

第3表b　蛋白性食晶摂取の家人及び姪娠前との比較

地 方
家人と比較して2妊娠前と比較して
種類乃至2種類以2種類乃至2種類
上を多くした者　以上を多くした者

北海道夏5
東　北35
関　東23
中　部19
近　　畿　4

中　　国　12

四　国32
九　　州24

計　164

7人　貯躍
10　　　29

U　　　48
8　　　42
4　　　陰oo

2　　　17
夏2　　　38

12　　　50

67 40

6人　60駕
7　　　37

L4　　　67

6　　　37’

2　　　33
夏　　　夏4

玉0　　　43

重2　　　75

58 49’

くなかった。食品を個別に検討した時の結果では、魚以

外の3食贔において・北海道・関東の摂取頻度が高く中

国は4食品とも、又東北は、魚をのぞく3食品において

摂取頻度の低い地方としてあげられており、採点法と同

様の結果となった・沢崎等の昭和36～38年にわたる栄養

摂取量調査夏⊃によると、北海道、束北、北陸地区は他の地

域に比して、動物性蛋白質の摂取澱が低いと揖摘してい

る。第3表bは・家人及び妊娠前と比較した場合・4種
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第4衷a　自覚症状の発生率

北　海　道　　　（人）

（略）、　（％）

8　　　　、8　　　　　Q’　　　　3　　　　　9　　　　　0　　　　　8　　　　　1　　　　　Q　　　　　2　　　　　3

73　　　　73　　　　　0　　　　27　　　　82　　　　　0　　　　73　　　　　9　　　　　G　　　　　L8　　　　27

東　　　北　　　（人）

（57名）　・

　　（％）
3正　35　　5　21　，40　　正4　31　　8　　9　　17　24
55　　　　62　　　　　9　　　　37　　　　70　　　　25　　　　54　　　　14　　　　【6　　　　30　　　　42

関　　東1　（人）
（28名）

　　（％）

14　　　　　2止　　　　　3　　　　　見O　　　　　L7　　　　　　6　　　　　17　　　　　　i　　　　　o　　　　　　5　　　　　　8

50　　　　75　　　　1ユ　　　　36　　　　61　　　　2i　　　　61　　　　　4　　　　　0　　　　　18　　　　29

中　　　部　　　（人）

（26名）　　（％）

12　　　　足5　　　　　4　　　　12　　　　L4　　　　　H　　　　　18　　　　　2　　　　　2　　　　　9　　，　　5

46　　　　　58　　　　　15　　　　　45　　　　　54　　　　　42　　　　　69　　　　　　8　　　　　　8　　　　　35　　　　　19

近　　　畿　　・（人）

（u名）

　　（％）

，2　　　　　10　　　　　　監　　　　　6　　　　　　8　　　　　　3　　　　　　9　　　　　　1　　　　　0　　　　　　2　　　　　14

18　　　　9夏　　　　　9　　　　58　　　　73　　　　27　　　　82　　　　　9　　　　　0　　　　　正8　　　　β6

　　（人）中　　・国
（ユ9名）　　（勿）

7　　　　12　　　　　1　　　　1L　　　　16　　　　　6　　　　　3　　　　　1　　　　　1　　　　　5　　　　　5

37　　　　63　　　　　5　　　　58　　　　85　　　　32　　　　42　　　　　5　　　　　5　　　　26　　　　26

四　　国　　　（人）

、（41名）　　（％）

24　　　　3E　　　　　3　　　　16　　　　3里　　　　　8　　　　21　　　　　【　　　　　1　　　　23　　　　13

59　　　　　76　　　　　　7　　　　　39　　　　　76　　　　　20　　　　　51　　　　　2　　　　　　2　　　　　56　　　　　32

　　（人）九　　　州
（36名）　　（％）

L8　　　　20　　　　　6　　　　12　　　　2L　　　　　7　　　　2！　　　　　2　　　　　2　　　　夏2　　　　　8

50　　56　　17　　33　　58　　皇ヴ　「59　　8　　6　　33　122）

　　（人）計
（229名）　　（％）

116り152　23　9皇　156　55．133　18　k5　75　70』

訂　65　夏0　40　68124　58　8　7　33』辞ド

類の動物性食品中・2種類乃至2種類以上を多くしたと

答えた者の割合であるが、妊娠中鋤物性食品をより多く

した人の割合が高い地方は、摂取回数の多いものの割合

が高く、これらの間にはある程度の関係があるようにみ

うけられた。

　第2袋bに示す通り、妊婦の摂取量を家入及び妊娠前

の摂取量と比較して・より多くしたという者の全平均は

家人及び妊娠前に対して、それぞれ乳が79と79％、卵が45

と56％、魚が20と3工％、肉が11と24％で乳を除いて常に

前者よりも鋒者の方が高い。又乳、卵、魚、肉の順でふ

やした人が多く・乳と卵は妊娠中約50％以上の者が増趾

している。1956年り佐々木等珈の調査によると京都のチ

ベットといわれる山村地域で主婦59入中食事量を意識的

にふやした者は、わずか9％であり、逆に妊娠中に食亦が

すすまなかったり・へらしたりした者は7％もあった。

1968年の久保等夏3，の調査によると、妊娠中食生活を変え

た者（何を変えたかは不明であるが）2Q～25％、藤井等

1‘1（1965年）は群馬県の農村で39．4弩が妊娠中栄獲につ

いて注童した、又昭和43年度の母子保健実態調査結果報

告15）（厚生省）は妊娠してからおかずの量を増加して栄

養に気を付けるようにしているものは妊婦で47％、1970

年矧の愛育病院の母親学級に参加した妊嬬の中、妊娠中

食生活に気をつけた者は74．3％で残りの25．7％は妊娠前

と同じで特別氣にしなかったと報告している。・調査方法

が異るので直接の比較はできないが、本調査の対象は愛

育病院以外と比較すると、妊娠中栄養のとり方に・より

考慮を払っているようにみえる。

6．　各種自覚症状の発生状況

　第4表aは地方別に健康状態の自覚症状をみたもので

ある。動物性食品の摂取頻度が比較的低かった束北、中

国の中、東北では各種の訴えが多く特に「口唇のただ

れ」「舌あれ」「虫歯」を訴える者が最高であったが、中

国では「疲れ易い』、「めまいがする」を除いて、他の翫

一192一



土　井侮；質間紙法による妊婦の栄養食凄調査

第荏表b　動物性食品の摂取と自覚症状発生との関係

妊娠前と比較して2種乃
至2種以上の蛋白源を多
く摂り1ヵ月に90点以上
の者（22人）

妊娠前と比較して、1種
類以下の蛋白源を多くし
て、1ヵ月に90点以下の
者（36人）

胸　　吐　　下　　便
や

け　　気　　痢　　秘

疲　　め　　食
れ　　　　　欲　　　ま易　　　　　な
い　　　い　　　し

口

唇
た

だ

れ

舌

あ

れ

む

く

み

虫

歯

（人）

　LO　　　l4　　　2　　　7
（％）

　46　　　64　　　9　　　32

13　　　3　　　L2

59　　　14　　　55

1

5

0

Q

7 6

32　　　27

（人）

　正7　　　25　　　4
（％）

　47　　　70　　　11

15
29　　　10　　　24

42　　　81 23　　　67

6

17

4

11

i3 L5

36　　　42

えは少い方であった。しかしこれらの豚えはあくまで主

観的なものであり・又栄養の良否は必ずしも動物性食品

によ5てのみ決定されるものではないので、これらの結

果が栄養が妊嬬の健康と無関係であることを意味するも

のとは思われない。畏谷川等工篤レの調査した医働による血

液・蛋白謄卿定による菟帽欄の題状態騨
ずしも良くなかろたというごどである。

　第4表bはさきに述べた乳、卵、魚、肉の4種類の使

IV　結

　全国的な農村地区婬婦の栄養食瑛摂取状況を知る目的

で、任意抽出した全国100ヵ所の母子健康セソターを対

象として、，昭和43年7月～10月に、牛乳、卵、魚、肉、

野菜、果物き穀類、菓子類の項目毎にその使用頻度、ζ

れらの相対的摂取量（非妊時との比較、家人との比較）

妊婦の健康状態、嗜好の変化等に関して紙面調査を実施

した。本報告はこの中・動物巌食品に関する成績である。

対象璽北海道、東北、関東、・中部、近臨中国、四国、

九州の8地域に分れ・妊婦総数は423人であった。

　①・牛乳を1日に1回乃至工回以上飲んでいる者は各

地平均70％、ほとん，ど飲まないと答えた者が、中国、近

畿に約30％あった。家人及び妊娠前と比較すると平均80

％の者が、より多くしており、妊娠中に牛乳を増盈するこ

との重要性はかなりゆきわたっているように思われた。

北海道、四国、九州の摂取頻度が高く、中国、東北近畿の

飲用頻度が低かった。

　②　卵は1日1回乃至1回以上摂っている者の平均が

約60％で・北海道・関東・九州の摂取頻度が高く・中国・

東北、中部の摂り方が少なかった。又約50駕の者が増量

していた。

　③魚は平均40％の者が1日に1回は摂取する食贔で

ある◇近畿・東北の摂取頻度が高く・中国・四国・中部

で低かった。・しかし東北は他の三食晶の摂取頻度は低か

用頻度の記入が完全であった229名の中、妊娠前との比

較が完全であった88人について調べたものである。さき

に述べた採点法で1ヵ月に動物蛋白性食品を90回以上摂

る者で、かつ妊娠前よりも、2種乃至2種以上の食品を多

く摂ると答えた者22人と、1ヵ月、90回以下で、妊娠前

より多くした食品が1種類以下であった者36人とを比較

したところ・蛋白源を良くとる群の健康状態がすぐれて

いるという結果になった。

論

・った。家人及び妊娠前と此較すると、多くした者は20～

30％と低かった。妊娠による食贔の嗜好変化をみるとふ

だん好きで妊娠によって嫌いになったものに魚を掲げた

者が最も多く、中部では21％に及んだ。

　④　肉は1日に1回食べる者は8％であり・使周頻度

は鋤物性食贔中最下位である。又家人及び妊娠前と比較

した場合、魚同様多くした者の割合が低かった。摂取頻

度は北海道、関東、四国で高く、東北、中国、近畿で低

く1月に数回というほとんど食べないとみなされる者が

50％近力、った。

　⑤　4種類の動物性蛋白源の使用頻度の記入が完全で

あった者223名について、1日に1回食べると1点を与

える採点法による評価を試みた。1ヵ月に60点まで即ち

1日に2～3回動物性食品を摂取する者を一応適当なも

のとすると関東が最高で82％、ついで北海道、中部1四

国・九州が70％台となった。しかし東北・近畿・中国で

は50％近くの者の動物性蛋白源の摂取頻度がエヵ月に59

回以下で良質蛋白不足の懸念がもたれた。

　⑥　妊婦摂取最を家人及び妊娠前の摂取量と比較して

より多くしたと答えた者は、乳が最高で、卵、魚、肉の

順であった。又より多くした人の割合が高い地方は摂取

回数の多い者の割合が大きかった。

　⑦　妊娠中の健康状態についての自覚症状と動物性蛋
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白源摂取頻度との間に・全体的な一定の傾向は観察され

なかった。しかし記録の完備した少数例について検討し

たところ・蛋白源を良くとっているとみなされた群はそ

うでない群にくらべ、とり上げた自覚症状の全てにおい

て発生頻度が低いという結果をえた。

　資料収集のための母子健康セソターの御協力を感謝い

たします。

〔文　　　献〕

1）　沢埼千秋、妊産授乳婦栄養調査報告、日本産婦人

　科学会雑誌、16、（8）673、昭39

2）厚生省編・厚生白雷・昭和43年版

3〉　経済企画庁編、，生活白書、昭和44年版

4）　沢崎千秋、産科と婦人科、30・（7）769・1963

5）

6）

7）

9）

10）

1工）

12）

13）

14）

15）

16）

　　速水決他、日本栄養研究所報告（昭34）55、1960

　　桑原丙午生他・栄養研究4（3）8・1962

　　沢崎千秋、薄井修、日本栄養食糧学会誌、12（6）

　445、　1960

8）　武藤静子他・日本総合愛育研究所紀要・第1集83

　～105、第4集101～116

　　渡辺・中村・栄養学雑誌25・（2）1968

　　佐々木武史、母性衛生　7、23、1966

　　長谷川等、未発表

　　武藤静子他、未発表

　　久保秀史他、母性衛生9、22、1968

　　藤井佐司、母性衛生6、13、1965

　　堀利雄、臨床栄養　37、（2）143、昭45

　　野末悦子、千賀悠子、愛育35、（3）10、1970・

Food　Habits　Survey　on　Pregnant　Women　by　a　Questionnaire　Method

Dept．4　MasakQ　Doi，Hisako　Murata，

　　　　　Shizuko　Mutoo

　　The　Purpose　of　thls　study　was　to　know　of　tぬe　food　habits　of　pregnant　women　in　the　farming

areas　of　Japan，

　　The　subjects　were423pregnant　women　belonged　to　the100Mother　and　C血ild　Healtk　Centers・

voluutarily　chosen　from　HOKKAIDO，TOOHOKU，KANTOO，CHUUBU，KINKI，CHUUGOKU・SHI・

KOKU　and　KYUUSHUU．
　　The　frequency　of　taking　miEk，egg，fish，meat，vegetab里e，fru正t，cereal　and　confectiQnery，tke

relative　quantity　co職sumed（compa【ed　with　the　pre－pregnancy　perlod　aud　with　the　family　members〉

of　these　foods，and　the　health　cond重tion　of　the　subjects　were　invest産gated　by　the　quest重ounaire

method　iロ　1968．

　　1．Ratio　in　the　percentage　of　the　subjects　with　consumption　frequeucy　of　one　or　more　a　day

and　that　with　litt旦e　or　nQ　consumption　were70an（116in　milk，58and3in　egg，44and6in　ash，

8and1ヱinmeat，respect重vely，

　　2．Among223sub〕ects　whQ　completed　record　on　food　c◎nsumption，68％took　foods　of　animal

origin　two　to　three　times　a　day，tぬe　highest　b3ing　KANTOO，the里owests　TOOHOKU，KINKI，and

CHUUGOKU∫
　　3．Tぬe　list　o｛fGods　consumed　in　amount　higheてthan　the　family　members　or　pre・pτegnaほt

perlod　was　in　order　of　mllk，eg9，丘sh　and　meat，

　　4．No　general　tendency　was　Qbsewed　between　health　conditions　and　the　frequency　of　taking

ani皿aぼoods　except　the　ext【eme　ex＆mples　whQ　s虹owed　go鴇e【elationsh玉ps　between　them．
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